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図 4 発話バリエーションの構造2 
 
1.3 本論文の構成 
 本論文は 6 章から構成される。 












釈を進める。第 1 節では 34 項目の語彙的変異、第 2 節では 17 項目の音声的変異を扱う。 
 第 5 章では、第 4 章で分析した個別の事例を踏まえ、徐州方言話者における言語変異と
社会的属性の関係について考察を進める。第 1 節では徐州方言における世代差の特徴につ






第 6 章では、全体のまとめをした上で今後の課題と展望を述べる。 
  






























 西南官話 中原官話 冀魯官話 蘭銀官話 北京官話 胶遼官話 江淮官話 
古清音 
陽平 
陰平 去声 陰陽上去 上声 
入声 古次濁 陰平 去声 
古全濁 陽平 
図 5 官話の下位区分と古入声の帰属状況5 































たとえば、“支＝資”[tsɿ 陰平]、“歯＝此”[ts'ɿ 上声]、“事＝四”[sɿ 去声]、“罩＝皂”[tsau 去声]、
“抄＝操”[ts'au 陰平]、“稍＝臊”[sau 陰平]となる。そのほかの知庄章三組字は[tʂ tʂ' ʂ]で読
まれ、精組字とは異なる音となる。たとえば、“桌”[tʂuə] ≠“作”[tsuə]、“中”[tʂuŋ] ≠
“宗”[tsuŋ]、“春”[tʂ'un] ≠“村”[ts'un]などとなる8。この「洛徐片」には徐州市を含め、
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 厳密に言えば、初版の B3「官話之三」には「汾河片」を加えた五つの区分が存在し、第 2 版




 原文は次のとおり。古知组二等字，庄组字，章组止摄字，今开口读[ts ts' s]，跟古精组字同音。
如“支＝资”[tsɿ 阴平]，“齿＝此”[ts'ɿ 上声]，“事＝四”[sɿ 去声]，“罩＝皂”[tsau 去声]，“抄＝操”[ts'au
阴平]，“稍＝臊”[sau 阴平]。其他情况下的知庄章三组字，今读[tʂ tʂ' ʂ]，和古精组字不同音。如“桌”





を含め、江蘇省 11 地点、安徽省 3 地点、計 14 の市や県が含まれる。 
 
表 1 中原官話 7 片の声調調値の比較10 
 徐淮片 兖菏片 鄭開片 洛嵩片 南魯片 漯項片 商阜片 信蚌片 
徐州 兖州 鄭州 洛陽 南陽 漯河 商丘 信陽 
陰平 213 213 24 33 35 24 24 24 
陽平 55 42 42 31 31 53 52 53 
上声 35 55 55 53 55 55 55 55 




言概况》（1960）である。序文によると、本書は教育省の指示により 1956 年 11 月から 1958
年 9 月に実施された、江蘇省及び上海市全域の漢語方言調査をまとめた報告書である。調
査地点は、徐州市を含む江蘇省 62 地点と上海市 12 地点、合計 74 地点である。調査項目は、
中国社会科学院語言研究所の《汉语方言调查简表》に準じた音韻項目を中心とし、さらに
代表的な 21 地点では加えて 567 の常用語彙の調査もおこなわれている。 
 中国では 1950 年代から 1960 年代にかけて、全国各地で漢語方言調査が進められた。そ
の主な目的は、当該地域の方言音と北京音の音韻対応規則を明らかにし、標準中国語であ
る「普通話」の教育や普及に役立てるためであった。李小凡・项梦冰（2010:239）によれば、






                                                        
9
 「兖菏片」に見られる音声的な特異性とは、ほかの「片」において、“抓猪庄吹窗刷樹双”な
ど [tʂ, tʂ', ʂ]や[ts, ts', s]で発音される字音が[pf]や[pf']で実現されたり、“刷鼠樹睡順双”など[ʂ]
で発音される合口呼韻母の前の声母が[f]で実現される点である。 
10
 出典は《中国语言地图集》第 2 版。ただし、原版にあった例字やトーン記号は割愛し、反対
に各地点に対応する七つの「片」を書き足すなど、若干の変更をおこなった。また、簡体字から



































地点の音韻体系、2706 の語彙項目15、61 枚の言語地図を収録した、全 5 巻から成る大規模
な方言辞典である。徐州市もそのうちの一地点として収録されており、苏晓青が分担執筆
している。前述の《徐州方言詞典》と《普通话基础方言基本词汇集》は、主たるインフォ






































表 2 徐州方言の声母16 
 両唇音 
唇歯音 
歯茎音 歯茎硬口蓋音 そり舌音 軟口蓋音 
破裂音 
無気 [p]别布 [t]到地   [k]古哥 
有気 [ph]怕皮 [t
h]特土   [k
h]渴苦 
破擦音 
無気  [ts]祖支 [tɕ]九举 [tʂ]主张  
有気  [tsh]次眵 [tɕ
h]秋去 [tʂ
h]除昌  
摩擦音 [f]夫分[v]微微 [s]桑诗 [ɕ]修许 [ʂ]书商[ʐ]如让 [x]喝虎 
鼻音 [m]毛门 [n]脑年    
側面接近音  [l]路连    















 s tʂ tʂ
h
 ʂ ø 
v       微 
ts 资   支    
ts
h
  雌   迟   
s   思   师  
tʂ    汁    
tʂ
h
     吃   











There is a whole series of what the Swedish sinologist Bernhard Karlgren calls apical vowels, 
formed with the apex, or tip, of the tongue in the dental or retroflex position, unrounded or 
rounded, thus forming four vowels ɿ, ʅ, ʮ and ʯ. In the IPA system, these are written as voiced 
consonantal carriers of syllables. For example the Chinese word [sɿ] ‘silk’ is given in IPA as 
[sz̩]. In such a syllable it is more the position of the apex that gives the vowel quality, while the 
dorsum, the flat part of the tongue, is of only secondary importance. 
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表 4 徐州方言の韻母20 
 介音なし 介音 [i-] 介音 [u-] 介音 [y-] 
韻尾なし [ɿ]资思[ʅ]知是 [i]衣鸡 [u]土鹿 [y]雨聚 
[a]巴辣 [ia]家牙 [ua]花刷  
[ɛ]盖抬 [iɛ]介鞋 [uɛ]坏乖  
[ɔ]高烧 [iɔ]要表   
[e]百色  [ue]威国  
[ə]各合 [iə]野接 [uə]波说 [yə]靴药 
母音韻尾 [ou]斗收 [iou]修优   
鼻音化韻母 [æ̃]胆干 [iæ̃]烟连 [uæ̃]弯端 [yæ̃]宣圆 
[ẽ]跟针 [iẽ]金林 [uẽ]昆温 [yẽ]军训 
鼻音韻尾 [aŋ]方帮 [iaŋ]良央 [uaŋ]光汪  
[əŋ]灯成 [iŋ]英青 [uŋ]翁松 [yŋ]兄穷 















っていないもので、表 4 の網掛けしている韻母がこれに相当する。具体的な対応関係は表 5
に示すとおりである。ただし、実際には例外的な対応関係を見せるものも存在する。 
 
表 5 徐州方言と北京方言の韻母対応表21 
 
ɿ ʅ i u o uo ɤ ie au ai ei uei ou ian uŋ uəŋ 
ɿ 资 支               
ʅ  汁               
i   皮        非      
u    目  缩       谋    
ə     波  折          
iə        别         
uə      多 科  烙        
ɛ          埋       
iɛ        阶  挨    遣   
e     魄  得   白 悲      
ue      国      追     
ou             斗    
iæ̃              边   
























図 6 図式化した徐州方言の調値 
表 6 徐州方言と北京方言の声調対応表 
 陰平 陽平 上声 去声 
徐州方言 213 55 35 51 





陰平 213  陽平 55  上声 35  去声 51 
 
 










表 7 徐州方言の連読変調（二音節語） 
 陰平[213] 陽平[55] 上声[35] 去声[51] 
陰平[213] 213-35＋213 213-21＋55 35-21＋35 213-21＋51 
陽平[55] 変調なし 変調なし 変調なし 変調なし 
上声[35] 変調なし 変調なし 変調なし 変調なし 
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 “A 也叫 B”、“A 也説 B”はいずれも「A とも言う」といった意味である。A, B, C は実際に
は該当する語形や音声形式が記されている。 
24
 親族関係を表す「親族名称」には、相手をよぶ際に用いる呼称 term of address と、相手に言及
する際に用いる名称 term of reference があり、特に前者を「親族呼称」という（JapanKnowledge Lib
『日本大百科全書』および『日本国語大辞典 第二版』参照）。 
25
 徐州広播電視台では、2006 年 7 月 13 日から 2015 年 1 月 4 日までのおよそ 8 年半もの間、『大
卓説事』という方言番組を放送していた。現在は番組改変のため、放送を中止している。 
26
 中国語では「言いたいこと」が後ろにくるため、“SVO”の語順では O が焦点となる。一方、










































調査の実施概要は表 8 に示すとおりであるが、いくつか補足しておきたい事項がある。 
 




かつての旧徐州市と旧銅山県の両方を含む地域である（図 7）。「旧徐州市」とは 1980 年代
の「鼓楼区」、「雲龍区」、「市郊区」を合わせた地域で、徐州市の中心部にあたる。これに
対して「旧銅山県」は、2010 年に行政区画の再編がおこなわれるまでは一つの独立した県

















調査時期 第 1 回：2015 年 8 月 1 日～9 月 16 日 
第 2 回：2016 年 3 月 11 日～24 日            （全 2 回） 
調査対象者 徐州市で生まれ育ち、日常的に徐州方言を話す環境にある方 
外住歴は 10 年未満 








図 7 2010 年以降の徐州市の地図27 
 
図 8 1980 年代の徐州市と銅山県の地図28 




 出典は铜山县编纂委员会（1993）。  
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表 9 被調査者 160 名の内訳 















3 名 14 名 26 名 36 名 19 名 33 名 29 名 160 名 
性別 (1)男性 1 9 17 16 8 13 14 78 
(2)女性 2 5 9 20 11 20 15 82 
学歴 (1)高等教育 - 1 2 11 7 31 28 80 
(2)中等教育① - 1 7 16 6 2 - 32 
(3)中等教育② 2 10 14 9 6 - 1 42 
(4)初等教育 - 2 3 - - - - 5 
(5)文盲 1 - - - - - - 1 
職業 (1)公務員 - 1 5 10 10 19 3 47 
(2)会社員  - - 1 12 2 8 5 29 
(3)自営業 - 3 - 2 4 4 1 14 
(4)肉体労働者 2 8 19 12 3 1 - 45 
(5)農民 1 2 1 - - - - 4 
(6)学生 - - - - - 1 20 21 
地域 
内訳 
(1)市街地 2 8 19 25 11 22 14 101 
(2)北郊外 - - 1 2 3 4 2 12 
(3)東郊外 - - - 1 - - 4 5 
(4)南郊外 1 4 4 1 3 1 2 16 
(5)西郊外 - - 2 6 2 4 6 20 
(6)不明 - 2 - 1 - 2 1 6 
外住
歴 
(1)無 3 12 24 33 14 22 21 129 
(2)有（3 年未満） - 1 - - 2 1 2 6 
(3)有（3～5 年） - 1 1 1 1 7 5 16 
(4)有（5 年以上） - - - 2 1 2 - 5 




横軸の「出生年代」は 1930 年代生まれから 1990 年代生まれまでの 7 グループとした。
年齢別ではなく出生年代別とした理由は、一つは調査時期によるずれが生じないため。も
う一つは、世代差が現れた社会的背景を考察する際に好都合と判断したためである。 










































録音機材は、TASCAM リニア PCM DR-05 VERSION2（レコーダー）、SHURE WH20XLR（ヘ
ッドセット）とマイクケーブルである。 
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 出典は徐州市地名委员会办公室（1983）。ただし、文字や枠線は筆者が書き足したものである。






める。4.1 では語彙的変異に関する 34 項目、4.2 では音声的変異に関する 17 項目を分析の












を注記しておきたい。音声的変異は 4.2 にて言及する。 
iv. ＞は言語変化を意味する。たとえば A＞B は、A から B へと変化したことを示す。 
v. 項目ごとに示す表は、出生年代別に見た各語形や各音声形式の出現数と出現率（%）を
まとめたものである。縦に語形または音声形式、横に出生年代別の七つのグループ
（1930～1990 年代生まれまで 10 年刻み）を配置した。出現率は出現数を被調査者数で
割ることで算出している。小数点以下は四捨五入とした。たとえば、表 10「ニンジン」









ト」では、1960 年代生まれの被調査者が 36 名であるにも関わらず、“番茄”が 35 名、
“西红柿”が 4 名であり、回答数の合計と被調査者数が一致していない。これは、“番
茄”と“西红柿”の両方を回答した被調査者が 3 名いたためである。 
viii. 大半の項目は被調査者数が 160 名であるが、一部の項目は調査の途中から加えたため、
回答数が 160 名に満たないものもある。具体的には、4.1.27「伯母」が 101 名、4.1.29
21 
 
「母親の姉」が 100 名、4.1.31「ちりとり」が 99 名、4.1.32「大ほうき」が 100 名、4.1.33
「小ほうき」が 100 名、4.1.34 および 4.2.10「（色が）濃い」が 99 名、4.2.12「～の中









 「ニンジン」は、“胡萝卜”[xu55 luə55・puə]、“红萝卜”[xuŋ55 luə55・puə]、“黄萝卜”[xuaŋ55 
luə






表 10 ニンジン 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
胡萝卜 3 (100%) 13 (93%) 21 (81%) 36 (100%) 17 (90%) 31 (94%) 29 (100%) 153 
红萝卜 - 1 (7%) 5 (19%) - 1 (5%) 2 (6%) - 9 
黄萝卜 - - - - 1 (5%) - - 1 
 
4.1.2 トマト 
 「トマト」は、“番茄”[fæ̃55 tɕʰiə55]、“西红柿”[ɕi213-21 xuŋ55 sɿ51]という 2 種類の語形が
現れた（表 11）。 
表 11 トマト 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
番茄 2 (67%) 14 (100%) 25 (96%) 35 (97%) 19 (100%) 28 (85%) 22 (76%) 145 










 「キャベツ」は、“洋白菜”[iaŋ55 pe55・tsʰɛ]、“卷心菜”[tɕyæ̃35 ɕiẽ213-21 tsʰɛ51]、“圆白菜”
[yæ̃55 pɛ55・tsʰɛ] 、“包菜”[pɔ51 tsʰɛ51]、“包心菜”[pɔ51 ɕiẽ213-21 tsʰɛ51]、 “牛心菜”[niou55 ɕiẽ213-21 
tsʰɛ
51]という 6 種類の語形が現れた（表 12）。 
 
表 12 キャベツ 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
洋白菜 1 (33%) 5 (36%) 5 (19%) 2 (5%) - - - 13 
卷心菜 - 1 (7%) 1 (4%) - - 3 (9%) 6 (21%) 11 
圆白菜 - - - - - - 1 (3%) 1 
包菜 2 (67%) 8 (57%) 18 (69%) 31 (86%) 18 (95%) 30 (91%) 24 (83%) 131 
包心菜 - - 1 (4%) 1 (3%) 1 (5%) - 1 (3%) 4 
牛心菜 - - 6 (23%) 5 (14%) 1 (5%)  1 (3%) - 13 
 






















 「トウガン」は、“毛冬瓜”[mɔ55 tuŋ213-21・kua]、“冬瓜”[tuŋ213-21・kua]という 2 種類の
語形が現れた（表 13）。 
 
表 13 トウガン 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
毛冬瓜 - 9 (64%) 19 (73%) 26 (72%) 14 (74%) 16 (48%) 11 (38%) 95 
冬瓜 3 (100%) 7 (50%) 9 (35%) 13 (36%) 5 (26%) 17 (52%) 18 (62%) 72 
 
“毛冬瓜”と“冬瓜”の違いは、修飾成分“毛”の有無によるものである。1930 年代生











lu]という 3 種類の語形が現れた（表 14）。 
 
表 14 ヒョウタン 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
葫芦 2 (67%) 8 (57%) 10 (38%) 22 (61%) 16 (84%) 29 (88%) 25 (86%) 112 
亚葫芦 1 (33%) 7 (50%) 16 (62%) 12 (33%) 3 (16%) 1 (3%) - 40 
























「トウモロコシ」は、“玉米”[y51 mi35]、“棒子”[paŋ51・tsɿ]、“玉米棒子”[y51 mi35 paŋ51・
tsɿ]、“玉秫秫”[y51 ʂu55・ʂu]、“玉秫棒子”[y51 ʂu55 paŋ51・tsɿ]、“大秫秫”[ta51 ʂu55・ʂu]、“高
了棒子”[kɔ21・lə paŋ51・tsɿ]という 7 種類の語形が現れた（表 15）。 
 
表 15 トウモロコシ 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
玉米 2 (67%) 6 (43%) 12 (46%)  27 (75%) 15 (79%) 27 (82%) 23 (79%) 112 
棒子 - 2 (14%) 14 (54%) 12 (33%) 3 (16%) 6 (18%) 5 (17%) 42 
玉米棒子 - 3 (21%) 1 (4%) 7 (19%) 4 (21%) 5 (15%) 3 (10%) 23 
玉秫秫 - 3 (21%) 3 (12%) 1 (3%) 2 (11%) - 1 (3%) 10 
玉秫棒子 1 (33%) 2 (14%) 1 (4%) - - - - 4 
大秫秫 - 1 (7%) - - - - - 1 
高了棒子 - - - 1 (3%) - - - 1 


































「ヒマワリの花」は、“转莲”[tʂuæ̃51 liæ̃55]、“葵花”[kʰue55 xua213]、“向日葵”[ɕiaŋ51 ʐʅ213-21 
kʰue
55]、“转天”[tʂuæ̃51 tiæ̃213]、“太阳花”[tʰɛ51・iaŋ xua213]、“葵花子儿”[kʰue55 xua213-21 tsər35]
という 6 種類の語形が現れた（表 16）。 
 
表 16 ヒマワリの花 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
转莲 2 (67%) 7 (50%) 16 (61%) 12 (33%) 2 (11%) - - 39 
葵花 1 (33%) 7 (50%) 8 (31%) 16 (44%) 2 (11%) - - 34 
向日葵 - 1 (7%) 7 (27%) 18 (50%) 18 (95%) 33 (100%) 29 (100%) 106 
转天 - - 1 (4%) - - - - 1 
太阳花 - - - 1 (3%) 1 (5%) - - 2 
















「ヒマワリの種」は、“转莲子儿”[tʂuæ̃51 liæ̃55 tsər35]、“转莲米儿”[tʂuæ̃51 liæ̃55 miər35]、
“葵花子儿”[kʰue55 xua213-21 tsər35]、“葵花子”[kʰue55 xua213-21 tsɿ35]、“瓜子儿”[kua213-21 tsər35]、
“瓜子”[kua213-21・tsɿ]、“瓜子儿米子”[kua213-21 tsər35 mi35・tsɿ]という 7 種類の語形が現れ




表 17 ヒマワリの種 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
转莲子儿 
转莲米儿 
1 (33%) 3 (21%) 7 (27%) 4 (11%) 2 (11%) - 1 (3%) 18 
葵花子(儿) 2 (67%) 9 (64%) 16 (62%) 23 (64%) 5 (26%) 5 (15%) 2 (7%) 62 
瓜子(儿) - 4 (29%) 5 (19%) 15 (42%) 14 (74%) 31 (94%) 29 (100%) 98 
瓜子儿米子 - - - - - - 1 (3%) 1 
 


























語形で、1990 年代生まれに 1 例のみ見られた。 
 
4.1.9 ネズミ 
「ネズミ」は、“老鼠”[lɔ35・tʂʰu]、“耗子”[xɔ51・tsɿ]という 2 種類の語形が現れた（表 18）。 
 
表 18 ネズミ 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
老鼠 3 (100%) 14 (100%) 26 (100%) 36 (100%) 18 (95%) 33 (100%) 28 (97%) 158 
耗子 - - 1 (4%) 2 (6%) 2 (11%) 3 (9%) 2 (7%) 10 
 
“老鼠”はどの世代においてもほぼ 100%の割合で現れる結果となり、世代差は見られな




ないことから世代差を疑ったが、50 年代生まれの男性 1 名、60 年代生まれの女性 1 名、70
年代生まれの女性 1 名の計 3 名は「以前は“耗子”と呼んでいたが、現在は“老鼠”と呼
28 
 






「ヘビ」は、“长虫”[tʂʰaŋ55・tʂʰuŋ]、“蛇”[ʂə55]という 2 種類の語形が現れた（表 19）。 
 
表 19 ヘビ 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
长虫 3 (100%) 10 (71%) 21 (81%) 13 (36%) 2 (11%) 2 (6%) 2 (7%) 53 
蛇 - 6 (43%) 15 (58%) 32 (89%) 17 (89%) 31 (94%) 27 (93%) 128 
 
“长虫”は、1930～1950 年代生まれにおいては高い割合で現れるが、それ以降の世代に






「チョウ」は、“花蝴蝶子”[xua213-21 xu35 tiə55・tsɿ]、“花蝴蝶儿”[xua213-21 xu35 tiɤr55]、“花
蝴蝶”[xua213-21 xu35 tiə55]、“蝴蝶子”[xu35 tiə55・tsɿ]、“蝴蝶儿”[xu35 tiɤr55]、“蝴蝶”[xu35 tiə55]、
“扑娄蛾子”[pʰu213-21・lə ɤ55・tsɿ]という 7 種類の語形が現れた。表ではこれらを 3 グルー
プに大別した（表 20）。 
 
表 20 チョウ 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
花蝴蝶
(子/儿) 
2 (67%) 7 (50%) 17 (65%) 18 (50%) 5 (26%) 1 (3%) 1 (3%) 51 
蝴蝶 
(子/儿) 
1 (33%) 7 (50%) 14 (54%) 21 (58%) 15 (79%) 32 (97%) 28 (97%) 118 


















lou]、“金蛈蛚”[tɕiẽ213-21 tiə35・lou]、“伏凉”[fu55 liaŋ55]、“蛈蛚龟儿”[tiə35・lou kuər213]、




表 21 セミの成虫 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
蛈蛚 3 (100%) 13 (93%) 24 (92%) 24 (67%) 5 (27%) 1 (3%) 1 (3%) 71 
知了(子) - - 1 (4%) 9 (25%) 14 (74%) 28 (85%) 22 (76%) 74 
蝉 - - - 1 (3%) 1 (5%) 2 (6%) 3 (10%) 7 
蛈了子 - - -  1 (3%) - - - 1 
知蛚 - - - 1 (3%) - - - 1 
姐蛚 - 1 (7%) 1 (4%) - - - - 2 
金蛈蛚 - 1 (7%) - - - - - 1 
伏凉 - 1 (7%) - - - - - 1 
蛈蛚龟儿 
姐蛚猴儿 
- - - 5 (14%) 1 (5%) 4 (12%) 3 (10%) 13 
 































 「セミの幼虫」は、“蛈蛚龟儿”[tiə35・lou kuər213]、“蛈蛚猴儿”[tiə35・lou xour55]、“姐
蛚龟儿”[tɕiə35・lou kuər213]、“姐猴儿”[tɕiə35 xour55]、“爬了猴儿”[pʰa55・lə xour55]、“知
























表 22 セミの幼虫 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
蛈蛚龟儿 3 (100%) 13 (93%) 25 (96%) 34 (94%) 19 (100%) 31 (94%) 25 (86%) 150 
蛈蛚猴儿 - - - 2 (6%) - - 1 (3%) 3 
姐蛚龟儿 - 1 (7%) 1 (4%) - - 1 (3%) 1 (3%) 4 
姐猴儿 - - - - - 1 (3%) - 1 
爬了猴儿 - - 1 (4%) - - - - 1 












 「あご」は、“下嘴巴子”[ɕia51 tsue35 pa51・tsɿ]、“下嘴巴”[ɕia51 tsue35 pa51]、“嘴巴子”[tsue35 
pa
51・tsɿ]、“嘴巴”[tsue35 pa51]、“嘴下巴”[tsue35 ɕia51 pa51]、“下巴子”[ɕia51 pa51・tsɿ]、“下
巴”[ɕia51・pa]、“下巴颏子”[ɕia51・pa kʰə213-21・tsɿ]、“下巴颏儿”[ɕia51・pa kʰɤr213]という
9 種類の語形が現れた。表ではこれらを 5 グループに大別した（表 23）。 
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表 23 あご 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
下嘴巴(子) - 2 (14%) 1 (4%) 4 (11%) - - - 7 
嘴巴(子) 2 (67%) 6 (43%) 19 (73%) 19 (53%) - 1 (3%) 1 (3%) 48 
嘴下巴 - 1 (7%) - 2 (6%) - - - 3 
下巴(子) - 3 (21%) 6 (23%) 11 (31%) 16 (84%) 30 (91%) 26 (90%) 92 
下巴颏子
/儿 


























35]、“肚眼子”[tu51 iæ̃35・tsɿ]、“肚眼儿”[tu51 iɐr35]、“肚眼”[tu51 iæ̃35]、“肚脐子”
[tu51 tɕʰi55・tsɿ]、“肚脐儿”[tu51 tɕʰiər55]、“肚脐”[tu51 tɕʰi55]、“肚子眼儿”[tu51・tsɿ iɐr35]と
いう 10 種類の語形が現れた。表ではこれらを 4 グループに大別した（表 24）。 





表 24 へそ 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
肚脐眼
(子/儿) 
2 (67%) 5 (36%) 10 (38%) 24 (67%) 14 (74%) 23 (70%) 27 (93%) 105 
肚眼 
(子/儿) 
- 8 (57%) 20 (77%) 13 (36%) 4 (21%) 5 (15%) 2 (7%) 52 
肚脐 
(子/儿) 
1 (33%) 1 (7%) - 1 (3%) 3 (16%) 4 (12%) - 10 














 「おやゆび」は、“大拇指头”[ta51・mu tsɿ213-21・tʰou]、“大拇指”[ta51・mu tsɿ213]、“大拇




213-21・tʰou]、“大手指”[ta51 ʂou35 tsɿ213]、“大拇哥”[ta51 mu35 kə213]という 7 種類の













表 25 おやゆび 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
大拇指(头) 3 (100%) 10 (71%) 20 (77%) 27 (75%) 11 (58%) 28 (85%) 22 (76%) 121 
大拇手指
(头) 
- 4 (29%) 7 (27%) 7 (19%) 7 (37%) 5 (15%) 5 (17%) 35 
大手指(头) - - 1 (4%) 4 (11%) - - - 5 




[kə213-21・lə pɛ51]、“胳拜子”[kə213-21 pɛ51・tsɿ]、“胳拜儿”[kə213-21 par51]、“膝盖子”[ɕi213-21 
kɛ
51・tsɿ]、“膝盖儿”[ɕi213-21 kar51]、“膝盖”[ɕi213-21 kɛ51]、“腿拜子”[tʰue35 pɛ51・tsɿ]、“腿
拜儿”[tʰue35 par51]、“腿弯子”[tʰue35 uã213-21・tsɿ]、“腿弯儿”[tʰue35 uar213]という 12 種類の
語形が現れた。表ではこれらを 3 グループに大別した（表 26）。 
 
表 26 ひざ 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
胳(娄)拜
(子/儿) 
3 (100%) 14 (100%) 22 (85%) 28 (78%) 10 (53%) 11 (33%) 8 (28%) 96 
膝盖 
(子/儿) 
- - 7 (27%) 10 (28%) 9 (47%) 23 (70%) 21 (72%) 70 
腿拜子/儿 
腿弯子/儿 
- - 3 (12%) 2 (6%) - - - 5 
 





いて徐々に増加し、1980 年代生まれ以降では 70%程度現れる。 
“腿”系は全体でも 5 例しかないが、1950・1960 年代生まれに集中して現れた。“腿拜子”












 「ひじ」は、“胳膊肘子”[kə213-21・pu tʂou35・tsɿ]、“胳膊肘儿”[kə213-21・pu tʂour35]、“胳
膊肘”[kə213-21・pu tʂou35]、“胳肘子”[kə213-21 tʂou35・tsɿ]、“胳肘”[kə213-21 tʂou35]、“胳膊弯
儿”[kə213-21・pu uar213]、“胳膊曲子”[kə213-21・pu tɕʰy213-21・tsɿ]、“胳膊拐子”[kə213-21・pu kuɛ35・
tsɿ]、“胳肘弯儿”[kə213-21・tʂou uar213]、“肘弯儿”[tʂou35 uar213]、“手肘儿”[ʂou35 tʂour35]、
“手肘”[ʂou35 tʂou35]、“肘子”[tʂou35・tsɿ]、“肘部”[tʂou35 pu51]、“肘”[tʂou35]、“手臂”
[ʂou35 pi51]、“胳娄拜子”[kə213-21・lə pɛ51・tsɿ]、“胳娄拜儿”[kə213-21・lə par51]、“胳拜子”
[kə213-21 pɛ51・tsɿ]、“胳拜儿”[kə213-21 par51]、“胳膊盖儿”[kə213-21・pu kar51]、“胳娄崩子”
































表 27 ひじ 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
胳膊肘 
(子/儿) 
3 (100%) 12 (86%) 22 (85%) 31 (86%) 14 (74%) 25 (76%) 19 (66%) 126 




1 (33%) 1 (7%) 3 (12%) 4 (11%) 1 (5%) 1 (3%) - 11 
(胳)肘弯儿 - - 1 (4%) 1 (3%) - - - 2 
手肘(儿) - - - - - 2 (6%) 2 (7%) 4 
肘(子/部) - 1 (7%) - 1 (3%) 1 (5%) 3 (9%) 1 (3%) 7 
手臂 - - - - - -  1 (3%) 1 
胳(娄)拜
子/儿 
- - 2 (8%) 1 (3%) 3 (16%) 3 (9%) 3 (10%) 12 
胳膊盖儿 
胳了崩子 



























 「くび」は、“硌了崩子”[kə55・lə pəŋ35・tsɿ]、“硌崩子”[kə55 pəŋ35・tsɿ]、“硌了崩”[kə55・
lə pəŋ
35]、“硌崩”[kə55 pəŋ35]、“脖了颈子”[puə55・lə kəŋ35・tsɿ]、“脖颈子”[puə55 kəŋ35・tsɿ]、
“脖颈”[puə55 kəŋ35]、“脖子”[puə55・tsɿ]という 8 種類の語形が現れた。表ではこれらを 3
グループに大別した（表 28）。 
 
表 28 くび 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
硌(了)崩
(子) 
3 (100%) 11 (79%) 21 (81%) 25 (69%) 9 (47%) 8 (24%) 7 (24%) 83 
脖(了)颈
(子) 
- 1 (7%) 3 (12%) 2 (6%) 4 (21%) 4 (12%) 4 (14%) 18 





















表 29 父親（呼称） 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
答答 2 (67%) 4 (29%) 5 (19%) 1 (3%) - - - 12 
大爷 1 (33%) 3 (21%) 2 (8%) 1 (3%) - - - 7 
(老)爹 - 1 (7%) 2 (8%) 2 (6%) 2 (11%) 2 (6%) 4 (14%) 13 
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 原文は次のとおり。舊俗因小孩兒嬌,為使好養, 而讓小孩兒改變對其父母等長輩親屬的稱謂,叫












種類の語形が現れた。表ではこれらを 3 グループに大別した（表 30）。“妈”と“妈妈”は
単音節と複音節の違いである。 
 
表 30 母親（呼称） 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
娘 2 (67%)  10 (71%) 16 (62%) 14 (39%) 2 (11%) 2 (6%) 1 (3%) 47 
大 1 (33%) 2 (14%) 3 (12%) - - - - 6 
妈(妈) - 2 (14%) 7 (27%) 22 (61%) 17 (89%) 31 (94%) 28 (97%) 107 
 


























 「祖父」は、“爷爷”[iə55・iə]、“老爹”[lɔ35 tie213]、“公公”[kuŋ213-21・kuŋ]という 3 種
類の語形が現れたほか、無回答が 2 名いた（表 31）。 
 
表 31 祖父（呼称） 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
爷爷 3 (100%) 14 (100%) 26 (100%) 35 (97%) 18 (95%) 32 (97%) 28 (97%) 156 
老爹 - - - 1 (3%) - - - 1 
公公 - - - - - 1 (3%) - 1 
無回答 - - - - 1 (5%) - 1 (3%) 2 
 







て見られた。詳しくは 5.3 で改めて分析をおこないたい。 
 
4.1.23 祖母（呼称） 
 「祖母」は、“奶奶”[næ̃35・næ̃]、“婆啊”[pu55 a55] という 2 種類の語形が現れたほか、
無回答が 1 名いた（表 32）。 
「祖母」は“婆啊”の 1 名と無回答の 1 名を除く全員が“奶奶”を回答しており、前項





表 32 祖母（呼称） 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
奶奶 3 (100%) 14 (100%) 26 (100%) 36 (100%) 18 (95%) 32 (97%) 29 (100%) 158 
婆啊 - - - - - 1 (3%) - 1 




 「外祖父」は、“外爷爷”[uɛ51 iə55・iə]、“外爷”[uɛ51 iə55]、“老爷”[lɔ35・iə]、“外老爷”
[uɛ51 lɔ35・iə]、“外老”[uɛ51 lɔ35]、“外公”[uɛ51 kuŋ213]、“爷爷”[iə55・iə]という 7 種類の
語形が現れた。表ではこれらを 6 グループに大別した（表 33）。“外爷”と“外老”は、そ
れぞれ“外爷爷”と“外老爷”の語末の“爷”が脱落した語形である。そのほか、無回答
が 1 名いた。 
 
表 33 外祖父（呼称） 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
外爷(爷) 3 (100%) 12 (86%) 23 (88%) 28 (78%) 8 (42%) 12 (36%) 9 (31%) 95 
老爷 - - 3 (12%) 3 (8%) 4 (21%) 8 (24%) 11 (40%) 29 
外老(爷) - 1 (7%) - 1 (3%) 2 (11%) 2 (6%) - 6 
外公 - - - - 2 (11%) 4 (12%) 3 (10%) 9 
爷爷 - - - 4 (11%) 3 (16%) 9 (27%) 7 (24%) 23 
無回答 - 1 (7%) - - - - - 1 
 
“外爷(爷)”は 1930～1960 年代生まれでは優勢形式として現れるが、1970～1990 年代生
まれの世代ではその使用率が減少する。これに対して、“老爷”は“外爷(爷)”の減少と連
動して 1950 年代生まれから現れはじめ、年代が下るにつれて徐々に増加する。 
6 名が回答した“外老(爷)”は、蘇暁青・呂永衛（1996:203）にその記述があることから、 
“外爷(爷)”とともに徐州市街地で使用されていた古い語形である可能性が高い。 


















 「外祖母」は、“外奶奶”[uɛ51 næ̃35・næ̃]、“外奶”[uɛ51 næ̃35]、“外朗娘”[uɛ51 laŋ35・niŋ]、
“老娘”[lɔ35・niaŋ]、“朗娘”[laŋ35・niaŋ]、“外姥姥”[uɛ51 lɔ35・lɔ]、“姥姥”[lɔ35・lɔ]、
“外婆”[uɛ51 pʰuə55]、“奶奶”[næ̃35・næ̃]という 9 種類の語形が現れた。表ではこれらを 8
グループに大別した（表 34）。“外奶”は“外爷”と同様、“外奶奶”の語末の“奶”が脱
落した語形である。そのほか、無回答が 1 名いた。 
 
表 34 外祖母（呼称） 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
外奶(奶) 3 (100%) 13 (93%) 20 (77%) 24 (67%) 7 (37%) 7 (21%) 7 (24%) 81 
老娘 - - 1 (4%)    1 (3%) 2 
朗娘 - - 3 (12%) 1 (3%) - - - 4 
外朗娘 - - - 1 (3%) - 1 (3%) - 2 
姥姥 - - 2 (8%) 6 (17%) 8 (42%) 17 (52%) 14 (48%) 47 
外姥姥 - - - 1 (3%) - - - 1 
外婆 - - - - 3 (16%) 4 (12%) 3 (10%) 10 
奶奶 - - - 3 (8%) 2 (11%) 7 (21%) 5 (17%) 17 












た、被調査者の外祖母の出身地が影響しているものと思われる。詳しくは 5.3 で扱う。 










という 4 種類の語形が現れたほか、無回答が 4 名いた（表 35）。 
 
表 35 伯父（呼称） 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
大爷 3 (100%) 13 (93%) 26 (100%) 35 (97%) 17 (90%) 16 (48%) 11 (38%) 120 
大大 - - - 1 (3%) 1 (5%) 17 (52%) 14 (48%) 33 
大伯 - 1 (7%) - - - 1 (3%) 2 (7%) 4 
大爸 - - - - - 1 (3%) - 1 
無回答 - - - - 1 (5%) 1 (3%) 2 (7%) 4 
 

















“大婶儿”[ta51 ʂər35]という 5 種類の語形が現れた。表ではこれらを 4 グループに大別した
（表 36）。“大”と“大大”は単音節と複音節の違いである。そのほか、無回答が 1 名いた。 
 
表 36 伯母（呼称） 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
101 1 6 21 22 17 21 13 
大娘 1 (100%) 6 (100%) 20 (95%) 19 (86%) 15 (88%) 15 (71%) 10 (77%) 86 
大大/大 - - 2 (10%) 2 (9%) 1 (6%) 4 (19%) 2 (15%) 11 
大妈 - - - 1 (5%) - 4 (19%) 1 (8%) 6 
大婶儿 - - - 1 (5%) - - - 1 
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地の方言が影響を与えているものと見られる。この事例も 5.3 で改めて扱う。 
“大婶儿”は一般的に「叔母」を指す語で、これは徐州方言においても同様である。と





爸”[ɕiɔ35 pa55]という 5 種類の語形が現れたほか、無回答が 1 名いた（表 37）。“叔”と“叔
叔”は単音節と複音節の違いである。 
 
表 37 叔父（呼称） 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
叔(叔) 3 (100%) 13 (93%) 26 (100%) 35 (97%) 19 (100%) 32 (97%) 28 (97%) 156 
爸爸 - 1 (7%) - - - - - 1 
小爷 - - - 1 (3%) - - - 1 
小爸 - - - - - 1 (3%) - 1 
無回答 - - - - - - 1 (3%) 1 
 








 「母親の姉妹」は、“姨”[i55]、“姨妈”[i55 ma213]という 2 種類の語形が現れたほか、無
回答が 6 名いた（表 38）。 
 
表 38 母親の姉妹（呼称） 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
100 0 6 20 22 17 21 14 
姨 - 6 (100%) 18 (90%) 22 (100%) 16 (93%) 20 (95%) 9 (64%) 91 
姨妈 - - - - - - 3 (21%) 3 
無回答 - - 2 (10%) - 1 (6%) 1 (5%) 2 (14%) 6 
 
 1940～1980 年代生まれでは無回答を除く全員が“姨”を回答しているが、1990 年代生ま







 「雹」は、“冷子”[ləŋ35・tsɿ]、“冰雹”[piŋ213-21 puə55]、“冰雹子”[piŋ213-21 puə55・tsɿ]、
“冰雹儿”[piŋ213-21 puər55]、“雹子”[puə55・tsɿ]、“盐粒子”[iæ̃55 li213-21・tsɿ]、“冰渣子”[piŋ213-21 
tʂa
55・tsɿ]、“冰琉子”[piŋ213-21 liou55・tsɿ]という 8 種類の語形が現れた。表ではこれらを 6























表 39 雹 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
冷子 3 (100%) 8 (57%) 10 (38%) 3 (8%) 1 (5%) - 1 (3%) 26 
冰雹(子/
儿) 
2 (67%) 9 (64%) 20 (77%) 35 (97%) 18 (95%) 32 (97%) 24 (83%) 140 
雹子 - 3 (21%) 1 (4%) 2 (6%) - 3 (9%) 2 (7%) 11 
盐粒子 - - 2 (8%) 2 (6%) - 2 (6%) 1 (3%) 7 
冰渣子 - - - - - - 2 (7%) 2 
冰琉子 - - - 1 (3%) - - - 1 














 “冰渣子”は 1990 年代生まれの 2 名が回答した語形である。管見の限り、“冰渣子”そ
のものは先行研究に記載されていない。しかし、蘇暁青・呂永衛（1996:382,394）には“冰
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 原文は次のとおり。霰, 空中降落的白色不透明的小冰粒, 常呈球形或圓錐形. 
47







で現れる点が気がかりではあるが49、1990 年代生まれの 2 名が「ひょう」の意味で「氷」を
用いているのはおそらく間違いないだろう。 







 「ちりとり」は、“簸箕”[puə51・tɕʰi]、“铁簸箕”[thiə35 puə51・tɕʰi]、“土簸箕”[thu35 puə51・
tɕʰi]が 2 名、“垃圾簸箕” [la213-35 tɕi213-21 puə51・tɕʰi]、“扒叉子”[pa213-21 tsʰa35・tsɿ]、“扒叉”




表 40 ちりとり 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
99 0 6 20 22 17 21 13 
(X)簸箕 - 6 (100%) 17 (85%) 20 (91%) 13 (76%) 18 (86%) 13 (100%) 87 
扒叉(子) - - 2 (10%) 2 (9%) 4 (24%) 3 (14%) - 11 
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 “铁簸箕”は 8 名、“土簸箕”は 2 名、“垃圾簸箕”は 1 名であった。 
49 
 















の可能性も見えてくる。詳しくは 5.2.2 で述べたい。 














把”[sɔ51・pa]、“大扫把”[ta51 sɔ51・pa]、“竹扫把”[tʂu213-21 sɔ51・pa]という 9 種類の語形
が現れた。表ではこれらを 3 グループに大別した（表 41）。“大扫帚”や“竹扫帚”は、素
材や大きさに関する修飾成分を“扫帚”に付加させた形式で、これらはまとめて“X 扫帚”
とした。ほかの 2 類型もこれと同様とする。 








と、表 38 や表 39 とは異なる集計も可能となる。詳しくは日高（2017:238-253）を参照されたい。 
50 
 
表 41 大ほうき 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
100 0 6 20 22 17 21 14 
(X)扫帚 - 6 (100%) 17 (85%) 20 (91%) 8 (47%) 9 (43%) 7 (54%) 67 
(X)笤帚 - 1 (17%) 4 (20%) 2 (9%) 4 (24%) 9 (43%) 6 (46%) 26 





















“小笤帚”[ɕiɔ35 tiɔ55・tʂhu]、“扫把”[sɔ51・pa]という 5 種類の語形が現れた。表ではこれ
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 原文は次のとおり。除去塵土、垃圾等的用具, 多用竹枝紮成, 比笤帚大。 
56
















表 42 小ほうき 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
100 0 6 20 22 17 21 14 
(X)笤帚 - 6 (100%) 17 (85%) 21 (95%) 17 (100%) 17 (81%) 10 (71%) 88 
(X)扫帚 - - 3 (15%) - - 4 (19%) 1 (7%) 8 
扫把 - - - 1 (5%) - 2 (10%) 4 (29%) 7 
 
4.1.34 濃い 
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 ただし、“大笤帚”、“小笤帚”のように、同一の語幹に大きさを示す修飾成分を付加すること
で、「大ほうき」と「小ほうき」を区別する被調査者が 10 名いた。 
58
 ただし、“大扫帚”、“小扫帚”のように、同一の語幹に大きさを示す修飾成分を付加すること




表 43 濃い 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
99 0 6 20 22 17 21 13 
深 - 6 (100%) 18 (90%) 22 (100%) 16 (94%) 20 (95%) 13 (93%) 95 







表 44 “杷”の声母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
p 3 (100%) 14 (100%) 21 (81%) 34 (94%) 12 (63%) 8 (24%) 5 (17%) 97 
p
h - - 5 (19%) 2 (6%) 7 (37%) 25 (76%) 23 (79%) 62 
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 原文では p とピンイン表記されている。 
60











[ɕ],[ç],[tʰ]という 5 種類の音声形式が現れた（表 45）。 
 
表 45 “箕”の声母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
tɕʰ 2 (67%) 12 (86%) 21 (81%) 23 (64%) 6 (32%) 15 (45%) 9 (31%) 88 
tɕ 1 (33%) 4 (29%) 4 (15%) 6 (17%) 11 (58%) 17 (52%) 18 (62%) 61 
ɕ - - 2 (8%) 10 (28%) 2 (11%) 5 (15%) - 19 
ç - - 2 (8%) - - - - 2 
tʰ - - - - - 1 (3%) - 1 











というのも、4.1.15「へそ」では“肚脐”[tu51 tɕʰi55]を含む語形が 6 種類計 115 例現れたが、
                                                                                                                                                                  
6 名、1960 年代生まれ 2 名、1970 年代生まれ 3 名、1980 年代生まれ 2 名、1990 年代生まれ 2 名
であった。“胡萝卜”の“卜”を[ph]で発音した被調査者は 160 名中 9 名で、その内訳は 1930 年
代生まれ 1 名、1940 年代生まれ 2 名、1950 年代生まれ 1 名、1960 年代生まれ 3 名、1970 年代生
まれ 1 名、1980 年代生まれ 1 名であった。“绿豆”は“豆”を軽声で発音した 49 名中の被調査
者のうち、[th]で発音したのは 3 名であった。その内訳は 1950 年代生まれが 1 名、1960 年代生


















表 46 “芝”の声母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
ts 3 (100%) 14 (100%) 25 (96%) 35 (97%) 11 (58%) 4 (12%) 3 (10%) 95 
tʂ - - 1 (4%) 2 (6%) 9 (47%) 29 (88%) 27 (93%) 68 
 
表 47 北京方言と徐州方言の対応関係62 
 例字 北京方言 徐州方言 





支罩 tʂ ts 
齒抄 tʂʰ tsʰ 
事稍 ʂ s 
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 ただし、徐州方言では[ɕ] と[ç]の音素区別はない。[ç]は[ɕ]の音声実現である。 






めたものである。便宜上、これら三つの類型を A 類、B 類、C 類と呼ぶ。 









をおこなう。表 48 の「無回答」は、“大拇哥”のみを回答した 6 名の被調査者を指す63。 
“指”の声母には[ts],[tʂ]という 2 種類の音声形式が現れた（表 48）。“指”は章組（章
母）止摂開口字で、前項の“芝”と同じ B 類に該当する。 
 
表 48 “指”の声母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
ts 3 (100%) 13 (93%) 19 (73%) 22 (61%) 5 (26%) 1 (3%) 1 (3%) 64 
tʂ - 1 (7%) 6 (23%) 14 (39%) 13 (68%) 31 (94%) 26 (90%) 91 
無回答 - - 1 (4%) 1 (3%) 1 (5%) 1 (3%) 2 (7%) 6 
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 4.1.16 で述べたとおり、「親指」を“大拇哥”と回答した被調査者は計 8 名であるが、このう
ち 2 名は“大拇指”との重複回答をしている。そのため、“大拇哥”のみを回答した被調査者は






には[s],[ʂ]という 2 種類の音声形式が現れた（表 49）。 
 
表 49 “梳”の声母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
s 1 (33%) 5 (36%) 13 (50%) 19 (53%) 4 (21%) - - 42 
ʂ 2 (67%) 9 (64%) 13 (50%) 17 (47%) 15 (79%) 33 (100%) 29 (100%) 118 
 













「叔父」“叔叔” は、“叔”の声母において[ʂ],[s]という 2 種類の音声形式が現れた（表 
50）。無回答が 4 名であるのは、回答が得られなかった 1 名に加え、“叔叔”以外の語形を
答えた被調査者が 3 名いたためである（4.1.28 参照）。 















表 50 “叔”の声母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
ʂ 2 (67%) 12 (86%) 16 (62%) 23 (64%) 19 (100%) 32 (97%) 28 (97%) 132 
s 1 (33%) 1 (7%) 10 (38%) 12 (33%) - - - 24 















は[tʂ],[ts]という 2 種類の音声形式が現れた（表 51）。 
表 51 “竹”の声母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
tʂ 3 (100%) 11 (79%) 18 (69%) 22 (61%) 18 (95%) 33 (100%) 28 (97%) 133 
ts - 3 (21%) 8 (31%) 14 (39%) 1 (5%) - - 26 
無回答 - - - - - - 1 (3%) 1 
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 《徐州方言詞典》第一版第一次印刷（1996 年 12 月）では引論 8 頁に該当するが、同書第一版






















表 52 “唇”の声母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
tɕʰ 3 (100%) 14 (100%) 20 (77%) 25 (69%) 9 (47%) - - 71 
tʂʰ - - 2 (8%) 7 (19%) 8 (42%) 33 (100%) 28 (97%) 78 
tsʰ - - 4 (15%) 4 (11%) 2 (11%) - 1 (3%) 11 
 
[tɕʰ]は 1930・1940 年代生まれでは 100%の割合で現れるが、世代が下ると徐々に減少し、
1980・1990 年代生まれではまったく現れない。一方、[tʂʰ]はこれと対照的な推移を見せる。
つまり、徐州方言における“唇”の声母は、[tɕʰ]が古く、[tʂʰ]が新しいと言える。 













ないが、参考までに 48 名に聞き取りをおこなった。48 名の内訳は、1930 年代生まれ 3 名、1940
年代生まれ 8 名、1950 年代生まれ 5 名、1960 年代生まれ 14 名、1970 年生まれ 1 名、1980 年代
生まれ 8 名、1990 年代生まれ 9 名である。すると、1930～1970 年代生まれの 31 名は[ɕ]、1980・









 「ネズミ」“老鼠”の“鼠”の声母には、[tʂʰ],[tsʰ],[ʂ],[s],[ʐ]という 5 種類の音声形式
が現れた（表 53）。無回答の 2 名は、“耗子”のみ答えた被調査者を指す（4.1.9 参照）。 
 
表 53 “鼠”の声母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
tʂʰ 3 (100%) 8 (57%) 10 (38%) 5 (14%) 1 (5%) - - 27 
tsʰ - 2 (14%) 4 (15%) 5 (14%) - - - 11 
ʂ - 4 (29%) 9 (35%) 20 (56%) 16 (84%) 27 (82%) 21 (72%) 97 
s - - 4 (15%) 5 (14%) 1 (5%) - 1 (3%) 11 
ts - - - 2 (6%) - - - 2 
ʐ - - 2 (8%) 1 (3%) 1 (5%) 7 (21%) 6 (21%) 17 
無回答 - - - - 1 (5%) - 1 (3%) 2 
 
5 種類の音声形式のうち、破擦有気音という音声的特徴から[tʂʰ]と[tsʰ]をひとまとめに見
ると、その使用率は 1930 年代生まれでは 100%、1940 年代生まれでは 71%、1950 年代生ま
れでは 53%、1960 年代生まれでは 28%、1970 年代生まれでは 5%となり、1980・1990 年代
生まれではまったく現れない。一方、摩擦音という音声的特徴から[ʂ]と[s]をひとまとめに
見ると、1940 年代生まれでは 29%、1950 年代生まれでは 50%、1960 年代生まれでは 70%、

















1940 年代生まれでは 14%、1950 年代生まれでは 30%、1960 年代生まれでは 28%、1970 年
代生まれでは 5%、1990 年代生まれでは 3%という割合で現れる。[tsʰ]と[s]は[tʂʰ]と[ʂ]が
それぞれ非そり舌化したものである。つまり、“鼠”においても上述の“叔”、“竹”、“唇”
と共通した特徴を確認することができた。 
[ts]は 1960 年代生まれの 2 名にのみ現れた。[ts]は歯茎音という意味では[tsʰ]や[s]と共通す
る点がある。また 3.2.1「ビワ」で述べたように、軽声という不安定な音節では無気音から有気
音への変化が起こることから、[tsʰ]>[ts]という変化が起きたとしてもおかしくはない。ただし、
なぜこの 2 名にのみ[ts]が現れたのかについては、現段階では不明である。 





In rapid speech, weakened initials tend to become voiced continuants; retroflex i, ch, sh all 
becoming r, and palatal i, ch, sh all becoming i, as 王先生 Wang. Shian.sheng → Wang. 
ian.reng ‘Mr. Wang’, 报上 baw.shang → baw.rang → baw-[ãr] ‘on the, -in the newspaper’ 
 
発話速度が速い場合、弱化した声母は有声継続音に変化する傾向がある。そり舌音 zh, 
























声母には[tʂʰ],[tsʰ],[ʂ],[s]という 4 種類の音声形式が現れた（表 54）。 
 
表 54 “深”（深い）の声母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
tʂʰ 2 (67%) 9 (64%) 14 (54%) 9 (25%) 2 (11%) 3 (9%) 5 (17%) 44 
tsʰ - 1 (7%) 2 (8%) 5 (14%) - - - 8 
ʂ 1 (33%) 5 (36%) 11 (42%) 20 (56%) 16 (84%) 32 (97%) 24 (83%) 109 
s -   - 3 (12%) 7 (19%) 1 (5%) - 1 (3%) 12 
 
4 種類の音声形式のうち、破擦音という音声的特徴から[tʂʰ]と[tsʰ]をひとまとめに見ると、
その使用率は 1930 年代生まれでは 67%、1940 年代生まれでは 71%、1950 年代生まれでは
62%、1960 年代生まれでは 39%、1970 年代生まれでは 11%、1980 年代生まれでは 9%、1990
年代生まれでは 17%となる。一方、摩擦音という音声的特徴から[ʂ]と[s]をひとまとめに見
ると、1930 年代生まれでは 33%、1940 年代生まれでは 36%、1950 年代生まれでは 54%、














歯茎音という音声的特徴から、表 54 の[tsʰ]と[s]をひとまとめに見てみると、1940 年代
生まれでは 7%、1950 年代生まれでは 20%、1960 年代生まれでは 33%、1970 年代生まれで
62 
 
は 5%、1990 年代生まれでは 3%という割合で現れる。つまり、“深”においても上述の“叔”、
“竹”、“唇”、“鼠”と同じく、非そり舌化の現象が確認できた。 
 
表 55 “深”における破擦音[tʂʰ, tsʰ]の残存率の比較 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
99 0 6 20 22 17 21 13 
水が深い - 6 (100%) 11 (55%) 9 (41%) 2 (12%) 1 (5%) 4 (31%) 33 
色が濃い - 6 (100%) 10 (50%) 7 (32%) - - - 23 
 
次に、「（水が）深い」を意味する“深”と「（色が）濃い」を意味する“深”を比較する。
「（色が）濃い」は 2 回目の調査から新たに加えた項目であるため、調査データが 99 名分









析する。“梳”の声母には[uə],[u]という 2 種類の音声形式が現れた（表 56）。 
 
表 56 “梳”の韻母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
梳 
uə 3 (100%) 13 (93%) 21 (81%) 28 (78%) 9 (47%) 4 (12%) 4 (14%) 82 
u - 1 (7%) 5 (19%) 10 (28%) 11 (58%) 29 (88%) 25 (86%) 81 
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 「深い」において破擦音が現れたのは 33 名なのに対し、「濃い」では 23 名で、10 名の差があ
る。このうち、1950 年代生まれの 1 名は、「濃い」を“重”と答えている（4.1.34 参照）。従って、
















表 57 “里”の韻母 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
97 0 6 20 21 17 21 12 
里 
心～ 
lɛ - 6 (100%) 9 (45%) 11 (52%) 12 (71%) 11 (52%) 9 (75%) 58 
li - 2 (33%) 11 (55%) 12 (57%) 9 (53%) 13 (62%)  5 (42%) 52 
里 
家～ 
lɛ - 5 (83%) 10 (50%) 11 (52%) 12 (71%) 10 (48%) 9 (75%) 57 
li - 2 (33%) 10 (50%) 11 (52%) 7 (41%) 12 (57%) 5 (42%) 47 
 
表 58 “心里”と“家里”における[lɛ]と[li]の現れ方の比較 
a 類 b 類 c 類 d 類 e 類 f 類 g 類 h 類 i 類 計 
心 家 心 家 心 家 心 家 心 家 心 家 心 家 心 家 心 家  
































における[lɛ]と[li]の現れ方を比較したもので、その組み合わせは a 類から i 類までの 9 類型
となった。表の見方は、たとえば a 類は“心里”と“家里”の両方に[lɛ]が現れた被調査者
が 38 名いたことを意味する。c 類は“心里”では[lɛ]、“家里”では[li]というように異なる
音声形式が現れたことを意味する。e 類から i 類までは重複回答が得られたものである。こ
のうち、“里”の音声形式が“心里”と“家里”で一致している類型は、a 類、d 類、e 類で、
64 
 




 「雹」の語彙的変異については 4.1.30 で述べたとおりであるが、本項では“冰雹”、“冰
雹子”、“冰雹儿”、“雹子”に共通する“雹”の声調調値について分析する。表 59 における
「無回答」の 18 名は、“冷子”など“雹”を含まない語形のみを回答した被調査者を指す。 






表 59 “雹”の声調調値 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
51 2 (67%) 4 (29%) 8 (31%) 13 (36%) 4 (21%) - - 31 
55 - 6 (43%) 11 (42%) 20 (56%) 15 (79%) 32 (97%) 24 (83%) 108 
35 - - - 1 (3%) - 1 (3%) 1 (3%) 3 
213 - - - 1 (3%) - - - 1 











“腐竹”の調値には、[55＋213],[35＋213],[35＋55]という 3 種類の形式が現れた（表 60）。
















表 60 “腐竹”の声調調値 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
55＋213 3 (100%) 14 (100%) 26 (100%) 36 (100%) 17 (89%) 21 (63%) 13 (45%) 130 
35＋213 - - - - 1 (5%) 3 (9%) 5 (17%) 9 
35＋55 - - - - 1 (5%) 9 (27%) 10 (34%) 20 















の調値には、[35＋55],[55＋55]という 2 種類の形式が現れた（表 61）。 












表 61 “蝴蝶”の声調調値 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
35＋55 3 (100%) 13 (93%) 26 (100%) 35 (97%) 12 (63%)  7 (21%) 2 (7%) 98 
55＋55 - 1 (7%) - 1 (3%) 9 (47%) 27 (82%) 27 (93%) 65 
 









声]という 3 種類の形式が現れた（表 62）。 
 
表 62 “狐狸”の声調調値 
出生年代 
被調査者数 
1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 計 
160 3 14 26 36 19 33 29 
35＋55 3 (100%) 13 (93%) 23 (88%) 28 (78%) 9 (47%) 3 (9%) 1 (3%) 81 
35＋軽声 - 1 (7%) 1 (4%) 4 (11%) 1 (5%) - - 7 
55＋軽声 - - 2 (8%) 4 (11%) 9 (47%) 30 (91%) 28 (97%) 73 
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  被調査者 160 名のうち、接尾辞が付加された“狐狸子”を回答したのは 19 名であった。19
名の内訳は、1930 年代生まれが 2 名、1940 年代生まれが 4 名、1950 年代生まれが 5 名、1960















調査者が 4 種類の短文を読み上げていることから、回答数は計 588 となる。 
①「陰平」“你把包[pɔ213-21]带上”  「かばんを持っていきなさい」 
②「陽平」“你把门[mẽ55]关上”  「ドアを閉めてください」 
③「上声」“你把卡[kʰa35]给我用一下”  「私にカードを使わせてください」 
④「去声」“你把照[tʂɔ51]片给我看看”  「私に写真を見せてください」 
 “把”の調値には[55],[35],[55],[21]という 4 種類の形式が現れた（表 63）。表 63 で
は各世代において該当する調値が何回現れたのか、その出現数と割合を示している。たと
えば、1960 年生まれの被調査者は 36 名であるため、計 144 の回答数が得られる。このうち
[51]が現れたのは 58 回であることから、割合は 40%となる。 
 
表 63 “把”の声調調値 
出生年代 
被調査者数 

















51 8 (100%) 38 (68%) 62 (62%) 58 (40%) - - - 166 
35 - 1 (2%) 33 (33%) 46 (33%) 43 (60%) 61 (53%) 49 (53%) 233 
55 - 1 (2%) 4 (4%) 32 (22%) 22 (31%) 51 (44%) 40 (43%) 150 
21 - 16 (29%) 1 (1%) 8 (6%) 7 (10%) 4 (3%) 3 (3%) 39 
 
まず世代差に着目すると、“把”を[51]と発音しているのは 1930～1960 年代生まれであ
り、1970～1990 年代生まれではまったく現れない。これに対して、[35]や[55]は 1940 年代
生まれ以降のすべての世代において現れるが、出現率が高いのは 1970～1990 年代生まれで










続字が“包”（陰平[213]）となる文において、“把”を[21]で発音したのは 4 名、[55]は 48
名、[35]は 53 名、[51]は 42 名であったことを意味する。後続音が“门”（陽平[55]）、“卡”
（上声[35]）、“照”（去声[51]）の場合もこれと同様である。 
 























































5.1.1 1960 年代生まれと 1980 年代生まれの間に存在する世代差 
個々の項目における世代差を概観すると、いくつかの項目において共通の特徴が存在す
ることに気づく。それは、1930～1960 年代生まれと 1980～1990 年代生まれでは、それぞれ









表 65 1960 年代生まれと 1980 年代に現れる各形式の割合とそのポイント差 
項目 変異① 1960’s 1980’s 差 変異② 1960’s 1980’s 差 
セミの成虫 蛈蛚 67% 3% －64 知了(子) 25% 85% ＋60 
杷 [p] 94% 24% －70 [pʰ] 6% 76% ＋70 
芝 [ts] 97% 12% －85 [tʂ] 6% 88% ＋82 
唇 [tɕʰ] 69% 0% －69 [tʂʰ] 19% 100% ＋81 
梳 [uə] 78% 12% －66 [u] 28% 88% ＋60 
蝴蝶 35＋55 97% 21% －76 55＋55 3% 82% ＋79 














政策は、一般的に 1955 年 11 月に教育部から発表された“中华人民共和国教育部关于在中小
学和各级师范学校大力推广普通话的指示”（中学・小学および各級師範学校において大いに




話の普及」（19 条）が明記されたのは 1982 年のことである。こうした点を踏まえると、実
際のところ中国において標準語の普及政策が推し進められたのは 1980 年代以降と見られる。 
次に、テレビの普及について78。徐州市地方志编纂委员会（1994:2063-2065）によれば、
























 言語形成期とは、柴田（1956:247）によれば、5～6 歳から 13～14 歳の間の、言語習慣が固ま
る重要な時期を指すとされている。 
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表 66 「ヒマワリの花」の重複回答とその人数 
出生年代 人数 内訳 
1940 年代 1 名 “葵花／向日葵”（1） 
1950 年代 6 名 “转莲／葵花”（5）、“转莲／葵花／向日葵”（1） 
1960 年代 11 名 “转莲／向日葵”（6）、“葵花／向日葵”（3）、“转莲／葵花”（1）、 
“葵花／太阳花”（1） 
1970 年代 4 名 “转莲／向日葵”（2）、“葵花／向日葵”（1）、“太阳花／向日葵”（1） 
 





表 67 「ヘビ」の重複回答とその人数 
出生年代 人数 内訳 
1940 年代 2 名 “长虫／蛇”（2） 
1950 年代 10 名 “长虫／蛇”（10） 
1960 年代 9 名 “长虫／蛇”（9） 
  







表 68 「ひざ」の重複回答とその人数 
出生年代 人数 内訳 
1950 年代 5 名 “胳拜子／腿弯儿／膝盖儿”（1）、“胳拜儿／腿拜儿”（1）、“胳娄拜
子／膝盖”（1）、“胳拜子／膝盖”（1）、“腿弯子／膝盖”（1） 
1960 年代 4 名 “胳(娄)拜子／膝盖(儿)”（4） 
1980 年代 1 名 “胳娄拜子／膝盖”（1） 
 
「くび」では 15 名が重複回答をしており、その内訳は表 69 のとおりである。「くび」は





表 69 「くび」の重複回答とその人数 
出生年代 人数 内訳 
1940 年代 1 名 “硌了崩／脖子”（1） 
1950 年代 2 名 “硌(了)崩子／脖子”（2） 
1960 年代 5 名 “硌(了)崩子／脖子”（5） 
1970 年代 4 名 “硌崩子／脖子”（2）、“脖颈子／脖子”（2） 
1980 年代 2 名 “脖了颈子／硌崩子”（1）、“脖颈子／脖子”（1） 
1990 年代 1 名 “脖颈子／脖子”（1） 
 
このように、以上四つの項目では 1950・1960 年代生まれにおいて複数の語形の併用現象
















表 70 “叔、唇、鼠、深、竹”の声母に歯茎音が現れた人数と男女の内訳 
 1930’s 1940’s 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 小 
計 
合 
計 3 14 26 36 19 33 29 
“叔” 
[s] 
男 - 1 8 6 - - - 15 
24 
女 1 - 2 6 - - - 9 
“唇” 
[tsʰ] 
男 - - - - - - 1 1 
11 
女 - - 4 4 2 - - 10 
“鼠” 
[tsʰ, s, ts] 
男 - 2 6 7 1 - 1 17 
24 
女 - - 2 5 - - - 7 
“深” 
[tsʰ, s] 
男 - 1 3 6 - - - 10 
17 
女 - - 1 4 1 - 1 7 
“竹” 
[ts] 
男 - 2 7 5 1 - - 15 
26 











































 表 47 をもとに男女差について考察すると、非そり舌化現象は男性のほうが若干多い印象
がある。被調査者の人数が男女で異なるため（1950 年代生まれの 26 名中、男性は 17 名、
女性は 9 名。1960 年代生まれの 36 名中、男性は 16 名、女性は 20 名）、単純に人数を比較
することはできないが、たとえば 1960 年代生まれでは被調査者は女性のほうが多いにも関
わらず、“鼠”や“深”に歯茎音が現れる人数は男性のほうが多い。 
 ところが、一つだけほかとは様相が異なるものがある。それは“唇”である。表 70 が示
すように、“唇”を歯茎音[tsʰ]で発音した 11 名中、10 名は 1950・1960 年代生まれを中心と

















を中心に起きたのだろう。表 70 の“唇”の集計結果にはその点がよく現れている。 
“唇”の声母に歯茎音が出てくるモチベーションには、やはり標準語の影響が背景にあ
ると考えるのが自然である。標準語の影響と仮定すると、唯一“唇”を歯茎音で発音した








表 71 歯茎音の出現状況の比較 






56 1962 女 (2) (2) ● ● ● ● ● 5 N N 
21 1952 男 (3) (4) ● ☆ ● ● ● 4 〇 ● 
22 1952 男 (3) (4) ● ☆ ● ● ● 4 〇 ● 
38 1959 男 (2) (4) ● ☆ ● ● ● 4 ● ● 
46 1960 女 (3) (4) ● ● 〇 ● ● 4 N ● 
50 1961 男 (3) (4) ● ☆ ● ● ● 4 ● ● 
51 1961 男 (2) (2) ● ☆ ● ● ● 4 ● N 
57 1962 男 (1) (2) ● ☆ ● ● ● 4 ● N 
62 1963 女 (2) (4) ● ☆ ● ● ● 4 ● ● 
71 1965 男 (3) (4) ● ☆ ● ● ● 4 N N 
10 1947 男 (4) (4) ● ☆ ● 〇 ● 3 ● ● 
14 1948 男 (3) (4) 〇 ☆ ● ● ● 3 N N 
25 1955 女 (4) (4) ● ● ● 〇 〇 3 〇 ● 
77 
 
30 1957 男 (2) (4) ● ☆ ● 〇 ● 3 ● 〇 
40 1959 女 (2) (4) 〇 ● 〇 ● ● 3 ● ● 
42 1959 女 (4) (4) ● ● ● 〇 〇 3 N N 
60 1963 男 (1) (1) ● 〇 ● ● 〇 3 N N 
79 1969 女 (1) (1) ● ☆ ● 〇 ● 3 N ● 
28 1956 男 (2) (1) ● 〇 〇 〇 ● 2 ● ● 
35 1958 男 (3) (4) ● ☆ ● 〇 〇 2 〇 ● 
39 1959 男 (3) (4) ● ☆ 〇 〇 ● 2 N N 
41 1959 男 (2) (1) ● ☆ ● 〇 〇 2 N N 
58 1962 女 (3) (4) 〇 〇 〇 ● ● 2 ● ● 
61 1963 女 (2) (3) 〇 ● 〇 〇 ● 2 N N 
69 1965 女 (3) (2) ● ☆ 〇 〇 ● 2 N N 
75 1966 女 (3) (4) ● ☆ ● 〇 〇 2 N N 
2 1938 女 (3) (4) ● ☆ 〇 〇 〇 1 ● ● 
6 1945 女 (3) (3) 〇 ☆ 〇 〇 ● 1 ● 〇 
34 1958 男 (2) (4) 〇 ☆ 〇 〇 ● 1 N 〇 
36 1958 女 (3) (4) 〇 ● 〇 〇 〇 1 N 〇 
44 1960 男 (2) (2) 〇 ☆ 〇 〇 ● 1 N 〇 
47 1960 男 (2) (1) ● ☆ 〇 〇 〇 1 N N 
48 1960 男 (1) (1) 〇 ☆ 〇 ● 〇 1 N ● 
53 1961 男 (2) (4) 〇 ☆ ● 〇 〇 1 N ● 
55 1962 女 (3) (1) 〇 ☆ ● 〇 〇 1 N N 
63 1963 女 (1) (1) 〇 ● 〇 〇 〇 1 N N 
68 1964 女 (2) (4) 〇 〇 〇 〇 ● 1 〇 〇 
70 1965 女 (1) (2) 〇 〇 〇 〇 ● 1 N N 
72 1965 男 (2) (4) 〇 ☆ ● 〇 〇 1 N N 
80 1970 女 (2) (1) 〇 ● 〇 〇 〇 1 N N 
84 1970 男 (3) (4) 〇 ☆ ● 〇 〇 1 N N 
85 1971 女 (1) (1) 〇 ● 〇 〇 〇 1 N N 
87 1972 女 (3) (3) 〇 ☆ 〇 ● 〇 1 N N 
97 1979 男 (2) (1) 〇 ☆ N 〇 ● 1 N N 
140 1991 女 (1) (6) 〇 〇 〇 ● 〇 1 N N 
144 1993 男 (1) (6) 〇 〇 ● 〇 〇 1 N N 
152 1994 男 (1) (6) 〇 ● 〇 〇 〇 1 N 〇 
13 1948 男 (3) (5) 〇 ☆ 〇 〇 〇 0 ● 〇 
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12 1948 女 (3) (5) 〇 ☆ 〇 〇 〇 0 ● ● 
合計（歯茎音が現れた人数） 24 11 24 17 26 - 14 17 
表 71 は同一話者における歯茎音の出現状況をまとめたものである。この表で取り上げて
いるのは、“叔、唇、鼠、深、竹”の声母に 1 回以上歯茎音が現れた 47 名と関連項目で歯





リー番号は表 9「被調査者 160 名の内訳」と対応している。 
こうして見ると、“叔、鼠、深、竹”を歯茎音で発音している被調査者は、“唇”を硬口
蓋音[tɕʰ]か歯茎音[ts]で発音する割合が高いことがわかる。特に 1950・1960 年代生まれの



































が色という点で共通性がある。“红萝卜”を回答した 9 名と“黄萝卜”を回答した 1 名、計
10 名の内訳を見ると、市街地出身者は 3 名であったのに対し、郊外出身者は 7 名であった。














“玉秫秫”（10 名）、“玉秫棒子”（4 名）、“大秫秫”（1 名）といった“秫”系の語形が、徐
州方言において比較的古いものであるとの結論に至った（表 15 参照）。本項では「語形の
新旧」と「被調査者の出身地」の関係性について再度考察する。 
 表 72 は“秫”系の語形を回答した 15 名の被調査者の出生年と出生地域をまとめたもの









表 72 “秫”系語形を回答した 15 名の出生年と出身地域 
回答語形 出生年 出身地域 
玉秫秫 1946 (4)南郊外 
玉秫秫 1948 (4)南郊外 
玉秫秫 1949 (4)南郊外 
玉秫秫 1951 (4)南郊外 
玉秫秫 1951 (4)南郊外 
玉秫秫 1951 (4)南郊外 
玉秫秫 1951 (4)南郊外 
玉秫秫 1970 (1)市街地 
玉秫秫 1971 (2)北郊外 
玉秫秫 1990 (4)南郊外 
玉秫棒子 1938 (1)市街地 
玉秫棒子 1943 (1)市街地 
玉秫棒子 1947 (1)市街地 
玉秫棒子 1952 (1)市街地 
大秫秫 1948 (1)市街地 
 
 次は、分析対象を若年層に絞った上で市街地と郊外の比較をおこなう。対象とするのは
1980・1990 年代生まれの市街地出身者 36 名と郊外出身者 23 名で、以下の三つの項目を取
り上げる。 
 第 4 章では被調査者の出生年代をもとに語形や音声形式の新旧を明らかにした。その結
果、“芝”の声母では[ts]、“狐狸”の声調調値では[35＋55]、「ひざ」の語形では“胳(娄)






表 73 若年層における市街地と郊外の比較 
 “芝”[tsɿ] “狐狸”[35＋55] 「ひざ」“胳(娄)拜(子)” 
人数 割合 人数 割合 人数 割合 
市街地 1 2.7% 1 2.7% 6 16.6% 
郊外 5 21.7% 3 13.0% 11 47.8% 
不明 1 - - - 2 - 
 
5.2.2 北郊外出身者に見られた特徴―「ちりとり」 
 前項 5.2.1 では、徐州市街地と郊外全体の比較をおこなったが、本項では「北郊外」を中
心に現れた変異形、次項では「南郊外」を中心に現れた変異形を取り上げる。 
 4.1.31「ちりとり」で述べたように、“把叉(子)”を回答したのは計 11 名であるが、その
内訳は 8 名が北郊外出身者、1 名が西郊外出身者、2 名は市街地出身者であった。この結果
から言えば、“把叉(子)”は北郊外に見られる特徴的な語であると言えるだろう。 
 “把叉(子)”が北郊外を中心に現れるとなると、沛県方言との関係性がより現実味を帯






























と回答したのは 5 名で、その 5 名全員が南郊外出身者であった。また、[tʂʰaŋ55・tʂʰuaŋ]と

















160 名中 11 名に見られた。11 名の出生年代別の内訳は、1940 年代生まれが 3 名、1950 年代





図 10 [tʂʰuaŋ55・tʂʰuaŋ]または[tʂʰaŋ55・tʂʰuaŋ]の分布 
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表 74 外地出身の親族を持つ被調査者 2 名の基礎情報 
 被調査者本人 父親 母親 祖父 祖母 外祖父 外祖母 
A 1968 徐州（東郊外） 徐州 徐州 宿遷 宿遷 徐州 徐州 




め、親族の出身地を確認したところ、父方が江蘇省南通市海門出身であった（表 74 参照）。 
海門方言の親族呼称を記述した王洪钟（2011:211-212）を参照すると、たしかに「祖父」
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回答した計 13 名の被調査者（C 氏～O 氏）を取り上げ、これらの語形が現れた要因につい
て考察する。その際、被調査者の出生年に加え、外祖父母の出身地に着目する。表 75 はそ
れらの情報をまとめたものである。 
表 75 「外祖父母」の呼称と出身地の関係 
 被調査者本人 外祖父 外祖母 
語形 出身地 語形 出身地 
C 1945 徐州（市街地） 外老爷 徐州（市街地） 外奶奶 徐州（市街地） 
D 1969 徐州（西郊外） 外老 銅山県単集鎮 外朗娘 銅山県単集鎮 
E 1970 徐州（市街地） 外老爷 安徽省宿州市蕭県 外奶奶 安徽省宿州市蕭県 
F 1970 徐州（南郊外） 外老爷 銅山県拾屯鎮 姥姥 銅山県拾屯鎮 






H 1987 徐州（市街地） 外老爷 徐州（市街地） 外奶奶 徐州（市街地） 
I 1955 徐州（市街地） 老爷 山東省泰安市 老娘 山東省泰安市 




K 1956 徐州（市街地） 外爷爷 山東 朗娘 山東 
L 1957 徐州（西郊外） 外爷爷 不明 朗娘 不明 
M 1959 徐州（市街地） 外爷爷 銅山県 朗娘 銅山県 
N 1965 徐州（市街地） 老爷 銅山県張集鎮 朗娘 銅山県張集鎮 
O 1988 徐州（北郊外） 外爷爷 徐州（北郊外） 外朗娘 徐州（北郊外） 
 

















 続いて、「外祖母」を“老娘”、“朗娘”、“外朗娘”のいずれかで回答した 8 名について言
及する。「外祖母」に関する漢語方言地図の解釈をおこなった岩田（2012:25）によれば、“老
娘”と“朗娘”は江蘇省北部をはじめ、山東省、河南省、安徽省、河北省、山西省などの
広い範囲に分布している。上述の 8 名の外祖母の出身地は、山東省が 2 名、河南省が 1 名、












結果的に 2015 年 8・9 月に実施した 1 回目の調査では性差に関する言語変異がほとんど確
認できなかった。 




























































本項目の被調査者数は計 95 名で、そのうち男性は 38 名、女性は 57 名である。出生年別











表 76 被調査者数とその内訳 













男性 3 11 7 7 7 3 38 
女性 2 9 14 10 14 8 57 
 
5.4.3 男性被調査者の回答とその考察 




表 77 男性被調査者の回答 
No. 出生年 回答（中国語） 回答（日本語訳） 
4 1943 年 “她今天不大舒服” 「今日は体調が悪い」 
8 1946 年 自己没说过 自分では口にしたことはない 
17 1949 年 男人没有说这种话的 男性はこのようなことばを口にしな
い 
18 1951 年 “来例假了”（女的） 女性の知り合いには「月経が来た」










19 1951 年 自己没说过 自分では口にしたことはない 
22 1952 年 “来事儿了”  「“コト”が来た」 
24 1955 年 “身上来了，不方便” 「身体に来ているので、都合が悪い」 
28 1956 年 自己没大说过，男的说得很少 自分ではほとんど口にしたことがな
い。男性はあまり口にしない 
30 1957 年 “来事儿了” 「“コト”が来た」 
33 1957 年 “身体不舒服，不方便” 「体調が悪いので、都合が悪い」 
34 1958 年 不好意思说 きまりが悪くて言い憚られる 
35 1958 年 “她身体不舒服” 「体調が悪い」 
41 1959 年 “身体不舒服” 「体調が悪い」 
43 1959 年 “她不舒服，不方便” 「体調が悪いので、都合が悪い」 
44 1960 年 “她有事儿，不方便” 「用事があるので、都合が悪い」 
47 1960 年 “不方便” 「都合が悪い」 
49 1961 年 “身体不方便” 「身体が都合が悪い」 
50 1961 年 “她不舒服” 「体調が悪い」 
51 1961 年 一般不大说 一般的にあまり言わない 
59 1962 年 “身体不好” 「体調が悪い」 
64 1963 年 “她肚子疼” 「お腹が痛い」 
83 1970 年 “身体不舒服，不方便” 「体調が悪いので、都合が悪い」 
84 1970 年 “那个事儿来了”（家里人、朋友） 家族や友人に対してであれば、「“ア
ノコト”が来た」と言う 
90 1975 年 “不方便” 「都合が悪い」 














98 1979 年 “身上来了，不舒服” 「身体に来たので、体調が悪い」 












110 1985 年 “身体不大舒服” 「体調があまり良くない」 
112 1986 年 “身体有点儿不舒服” 「体調があまり良くない」 
116 1986 年 “有事儿” 「用事がある」 
120 1987 年 不知道怎么说 なんと言えば良いかわからない 
125 1988 年 “身体不大舒服” 「体調があまり良くない」 

































5.4.4 女性被調査者の回答とその考察  




たため、12 名（No.27, No.29, No.31, No.36, No.37, No.40, No.45, No.46, No.58, No.65, No.80, 
No.89）からは回答を得られていない。 
表 78 が示すように、57 名の女性被調査者から様々な回答が得られた。そこで、これら









表 78 女性被調査者の回答 
No. 出生年 女性の友人 
女性の知り合い 
母親 病院（医者） 
12 1948年 【D】二号 【C】身上来了，来那
个了 
【A, B】月经，例假 










25 1955年 【C】身上来了 【C】身上来了 【C】身上来了 
27 1956年 【B】来例假了 - 【A】月经 








37 1959年 【D】身上来二号了 - 【A】身上来月经了 




42 1959年 【C】身上又来了 【C】身上又来了 【A】来月经了 
45 1960年 【C】来了，来那个了 - 【C】身上来了 
46 1960年 【A】月经 - 【A, B】月经，例假 




55 1962年 【C】身上来了，来了 【C】身上来了，来了 【C】身上来了，来了 
58 1962年 【C】身上来了 - 【C】身上来了 
63 1963年 【D】来二号了 【C】来事儿了 【B】例假 




69 1965年 【C】身上来事儿了 【C】身上来事儿了 【B】身上来例假了 
73 1965年 【D】来二号了 【C】来那个了 【B】来例假 
74 1965年 【D】二号来了 【D】二号来了 【A】月经来了 
76 1966年 【A】身上来月经了 【A】身上来月经了 【A】身上来月经了 
78 1968年 【C】身上来不舒服 【C】身上来不舒服 【C】身上来不舒服 
80 1970年 【C】身上来事儿了 - 【C】身上来事儿了 
82 1970年 【D】二号来了 【D】二号来了 【A】月经 
85 1971年 【C】来了 【C】来了 【A】月经 







89 1974年 【C】来事儿 - 【B】来例假 
92 1976年 【D】来二号了 【C】来了 【B】来例假了 
93 1977年 【C】来事儿了 【C】来事儿了 【B】来例假 
95 1978年 【C】身上来了 【C】身上来了 【A】月经 







102 1982年 【D】大姨妈来了 【C】身上来了 【B】来例假了 
103 1982年 【B】来例假了 【C】来了 【B】来例假了 
92 
 












119 1986年 【C】来了，身上来了 【C】来了，身上来了 【B】来例假 
121 1987年 【D】大姨妈来了 【B】例假来了 【A】月经来了 
123 1988年 【D】大姨妈来了 【D】来二号了 【B】来例假了 
126 1988年 【B】例假来了 【B】例假来了 【A】月经来了 





140 1991年 【D】大姨妈来了 【C】来事儿了 【A】月经 
142 1991年 【D】大姨妈来了 【C】来那个了 【A】来月经了 
145 1993年 【D】来大姨妈了 【B,D】来例假了，来
大姨妈了 
【B】来例假了 
155 1997年 【B】例假 【D】二号 【B】例假 
156 1997年 【D】大姨妈 【A】月经来了 【A】月经来了 
159 1998年 【B】例假 【A】来月经了 【B】例假 




 まず、「聞き手が女性の友人や知り合いの場合」では、【D 類】が 26 名、【C 類】が 25 名、
【B 類】9 名、【A 類】が 5 名となり、全体的には【D 類】と【C 類】が多数を占める結果






































31 名、【A 類】は 7 名、【D 類】は 5 名、【B 類】は 3 名となり、全体的には【C 類】が多数
を占める結果となった。1948 年～1986 年生まれに着目すると、該当する 33 名のうち 28 名
が【C 類】を回答していることから、これらの世代では聞き手が母親であっても、月経の具
体的な名称は口にしない傾向が見られる。一方、1987 年～1998 年生まれに着目すると、該




際、1990 年代生まれの 3 名は“(大)姨妈”を回答しており、新たな変化の兆しが見えている。 
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当する 12 名のうち 8 名が【A 類】または【B 類】を回答している。つまり、若年層では聞
き手が母親の場合、月経の直接的な名称である“月经”や婉曲語の“例假”が使われる傾
向がある。 
 若年層で【D 類】を回答したのは 3 名である。このうち、1988 年生まれの女性（No.123）
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调查时间：    年    月    日 上/下午     点   调查地点：              
 
发音人信息  
姓名：                          联系号码 ：                        
性别：  男  ・  女           出生年：         年        月          
受教育程度：                
职业・单位：                                                           
出生地：                                                               
生长地：                                                               
家庭住址：                                                             
父亲：                              母亲：                             
祖父：                              祖母：                             
外祖父：              外祖母：              






1 ニンジン 胡萝卜 p.68 
胡萝卜： xu55 luə55・pu ／・pʰu ／・puə ／・pe 
小人参：  ɕiɔ35 ʐẽ55 sẽ213 
2 トマト 番茄 p.269, p.37 
番茄：  fæ̃213-21 tɕʰiə55 ／fæ̃55 tɕʰiə55 
西红柿： ɕi213-21 xuŋ55 sɿ51  
3 キャベツ 包菜 p.363, p.205, p.259 
包菜：   pɔ213-21 tsʰɛ51 ／pɔ51 tsʰɛ51 包心菜： pɔ213-35 ɕiẽ213-21 tsʰɛ51 
牛心菜： niou55 ɕiẽ213-21 tsʰɛ51  洋白菜： iaŋ55 pe55・tsʰɛ 
4 スイカ 西瓜 p.37 
西瓜：   ɕi213-35 kua213 ／ɕi213-21・kuə 
5 トウガン 冬瓜 p.209 
冬瓜： tuŋ213-21・kua ／tuŋ213-35・kua 
毛冬瓜：mɔ55 tuŋ213-21・kua   ／ mɔ55 tuŋ213-35・kua 
6 ヒョウタン 葫芦 p.69 
葫芦： xu55・lu ／・lou 
7 ジャガイモ 土豆 p.58, p.24 
土豆儿： tʰu35 tour51   土豆子： tʰu35 tou51・tsɿ 
地豆子： ti51 tou51・tsɿ    
8 トウモロコシ 玉米 p.339, p.77 
棒子： paŋ51・tsɿ   玉米棒子： y51 mi35 paŋ51・tsɿ 
玉秫秫： y51 ʂu55・ʂu   大秫秫： ta51 ʂu55・ʂu 
9 リョクトウ 绿豆 p.73 
绿豆： ly213-21 tou51  ／・tou  lu213-21 tou51 ／・tou 
10 ゴマ 芝麻 p.1 
芝麻： tsɿ213-21・ma ／・muə ／・mu 
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11 ヒマワリの花 向日葵 p.307, p.183, p.361 
转莲： tʂuæ̃51 liæ̃55   葵花： khue55 xua213 
向日葵： ɕiaŋ51 ʐʅ213-21 kʰue55 
12 ヒマワリの種 葵花子儿 p.307, p.183 
转莲子儿： tʂuæ̃51 liæ̃55 tsər35  葵花子儿： kʰue55 xua213-21 tsər35 
13 ビワ 枇杷 p.20 
枇杷： pʰi55・pa ／・pʰa 
14 ネズミ 老鼠 p.215 
老鼠： lɔ3・tʂʰu ／・ʂu 
15 ヘビ 蛇 p.126 
蛇： ʂə55 ／ʂa55   长虫： tʂʰaŋ55・tʂʰuŋ 
16 キツネ 狐狸 p.68 
狐狸： xu55 li55 ／xu35 li55  狐狸子： xu55 li55・tsɿ ／xu35 li55・tsɿ 
17 チョウ 蝴蝶儿 p.69 
蝴蝶儿： xu55 tiɤr55 ／xu35 tiɤr55        蝴蝶子： xu55 tiə55・tsɿ ／xu35 tiə55・tsɿ 
花蝴蝶儿： xua213-21 xu55 tiɤr55／xua213-21  xu35 tiɤr55  
花蝴蝶子： xua213-21 xu55 tiə55・tsɿ  ／ xua213-21 xu35 tiə55・tsɿ 
18 セミの成虫 蝉 p.136, p.280 
蛈蛚： tiə35・lou  蝉： tʂʰæ̃55 
19 セミの幼虫 知了猴 p.136 
蛈蛚龟儿： tiə35・lou kuər213 
20 髪の毛 头发 p.245 




21 みみ 耳朵 p.15 
耳朵： ər35・tou／・thou／・tuə  
22 くちびる 嘴唇 p.179, p.178 
嘴唇儿： tsue35 tɕʰyər55  嘴唇子： tsue35 tɕʰyẽ55・tsɿ 
嘴头子： tsue35 tʰou55・tsɿ 
23 あご 下巴 p.114 
下巴颏儿： ɕia51・pa kʰɤr213 ／ ɕia51・pu kʰɤr213 
下巴颏子： ɕia51・pa kʰə213-21・tsɿ  ／ ɕia51・pu kʰə213-21・tsɿ 
下嘴巴子： ɕia51 tsue35 pa51・tsɿ 
24 くび 脖子 p.129, p.144 
□了□子： kə55・lə pəŋ35・tsɿ ／ kə55・lou pəŋ35・tsɿ 
□□子： kə55 pəŋ35・tsɿ 
脖了颈子： puə55・lə kəŋ35・tsɿ  ／puə55・lou kəŋ35・tsɿ 
脖颈子： puə55 kəŋ35・tsɿ 
25 おやゆび 大拇指 p.92 
大拇哥： ta51・mu kə35 ／ta51・m kə35 
大拇指头： ta51・mu tsɿ213-21・tʰou ／ta51・m tsɿ213-21・tʰou 
大拇指： ta51・mu tsɿ213 ／ta51・m tsɿ213  
26 へそ 肚脐 p.57 
肚眼儿： tu 51 iɐr35   肚眼子： tu51 iæ̃35・tsɿ 
肚脐： tu51 tɕʰi55   肚脐儿： tu51 tɕiər55 
27 ひざ 膝盖 p.128, p.33 
胳娄拜子： kə213-21・lou pɛ51・tsɿ ／kə213-21・lə pɛ51・tsɿ 




28 ひじ 胳膊 p.128 
胳膊肘儿： kə213-21・pu tʂour35  胳膊肘子： kə213-21・pu tʂou35・tsɿ 
29 父親（呼称） 父亲（面称） p.86, p.80, p.94 
答答： ta213-21・ta   爸爸： pa55・pa 
大爷： ta51・iə 
30 母親（呼称） 母亲（面称） p.355, p.82, p.91 
娘： niaŋ55 ／niaŋ51   妈妈： ma213-21・ma 
大儿： tar51 
31 祖父（呼称） 祖父（面称） なし 
爷爷： iə55・iə 
32 祖母（呼称） 祖母（面称） p.275 
奶奶： næ̃35・næ̃ [＜nɛ35・nɛ] 
33 外祖父（呼称） 外祖父（面称） p.203 
外爷爷： uɛ51 iə55・iə   外老爷： uɛ51 lɔ35・iə 
34 外祖母（呼称） 外祖母（面称） p.203 
外奶奶： uɛ51 næ̃35・næ̃ [＜nɛ35・nɛ] 
35 伯父（呼称） 伯父（面称） p.94 
大爷： ta51・iə 
36 伯母（呼称） 伯母（面称） p.97, p.91 
大娘： ta51・niang ／・ning  大儿： tar51 
37 叔父（呼称） 叔父（面称） p.64 
叔叔： ʂu35・ʂu   叔： ʂu35 
38 母の姉妹（呼称） 大姨母（面称） p.92 
大姨： ta51 i55 
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39 妹 妹妹 p.319 
妹妹： mẽ51・me ／me51・me 
40 箕 簸箕（簸粮食的） p.144 
簸箕： puə51・tɕʰi ／・tɕi 
41 ちりとり 簸箕（扫垃圾的） p.144 
簸箕： puə51・tɕʰi ／・tɕi 
42 大ほうき 扫帚 p.95 
大扫帚： ta51 sɔ51・tʂʰu ／・tʂu 
扫帚： sɔ51・tʂʰu ／・tʂu 
43 小ほうき 笤帚 p.232 
笤帚： tʰiɔ55・tʂʰu ／ ・tʂu 
44 鍵 钥匙 p.164 
钥匙： yə213-21・tsʰɿ／ ・tsʰɛ 
45 くし 梳子 p.155 
梳子： ʂuə213-21・tsɿ  ／  ʂu213-21・tsɿ 
46 ご飯をつくる 做菜 p.248 
做菜： tsou51 tsʰɛ51 ／ tsuə51 tsʰɛ51 
47 湯葉 腐竹 p.55 
腐竹： fu35 tʂu213 ／ fu55 tʂu213 
48 豆板醤 豆瓣酱 p.244 
豆瓣酱： tou51 pæ̃35 tɕiaŋ51／tou51 pæ̃51 tɕiaŋ51 
49 ひげを剃る 刮胡子 p.118, p.367 
刮胡子： kua213-21 xu55・tsɿ ／kua35 xu55・tsɿ 
光胡子： kuaŋ213-21 xu55・tsɿ  光脸： kuaŋ213-21 liæ̃35 
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50 咳をする 咳嗽 p.130 
咳嗽： kʰə213-21・sɿ ／・sou ／・suə 
51 負ける 输 なし 
输:  tʂʰu213 ／ ʂu213 ／ ʐu213 
52 深い（水が～） 深 p.321 
深： tʂʰẽ213 ／ ʂẽ213 
53 濃い（色が～） 深 なし 
深： tʂʰẽ213 ／ ʂẽ213 
54 雹 冰雹 p.375, p.144 




(阴平)你把包带上： pa51 /  pa35  
(阳平)你把门关上： pa51 /  pa35  
(上声)你把卡给我用一下： pa51 /  pa35  
(去声)你把照片给我看看： pa51 /  pa35 
56 ～の中（方位詞） 里 p.329 
①“心里不舒服” 心来： ɕiẽ213-21・lɛ ／ 心里： ɕiẽ213-21・li 
②“家里有点事” 家来： tɕia213-21・lɛ ／ 家里： tɕia213-21・li 
57 禿げ頭 秃头 p.57 
秃头： tʰu213-21 tʰou55 
秃老亮： tʰu213-21 lɔ35 liaŋ51    电灯泡儿： tiæ̃51 təŋ213-35 pʰɔr213 
58 お嫁に行く 出嫁 p.63 
出门子： tʂʰu213-21 mẽ55・tsɿ  出闺： tʂʰu213-35 kue213 
出嫁： tʂʰu213-21 tɕia51 
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59 新婦 新娘 p.329 
新媳妇儿： ɕiẽ213-35 ɕi213-21・fur  新妇： ɕiẽ213-21・fur 
新娘： ɕiẽ213-21 niaŋ55   新娘子： ɕiẽ213-21 niaŋ55・tsɿ 
60 妊娠した 怀孕了 p.265, p.202 
有喜了： iou35 ɕi35・lə   有了： iou35・lə 
有孕了： iou35 yẽ51・lə  怀孩子了： xuɛ55 xɛ55・tsɿ・lə 
怀上了： xuɛ55・ʂaŋ・lə             怀了： xuɛ55・lə 
双身子了： ʂuaŋ213-35 ʂẽ213-21・tsɿ・lə  带球走了： tɛ51 tɕʰiou55 tsou35・lə 
61 再婚する（女性） 改嫁 p.190 
抬身： tʰɛ55 ʂẽ213   后婚： xou51 xuẽ213 
超二道门欠子： tsʰɔ51 ər51 tɔ51 mẽ55 tɕʰiæ̃51・tsɿ 
改节： kɛ35 tɕiə213 
62 月経 月経 なし 
月经： yuə213-35 tɕiŋ213   例假： li51 tɕia51 
二号： er51 xɔ51    来了： lɛ55・lə 
63 トイレ 厕所 p.5, p.7 
厕所： tsʰɿ51 ʂuə35   厕所儿： tsʰɿ51 ʂuɤr35 




【附録 2】 調査カード一覧 
 
 


















髪の毛 みみ くちびる 
あご くび 親ゆび 


















大ほうき 小ほうき 鍵 
くし ご飯をつくる 
湯葉 豆板醤 
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ひげをそる 咳をする 
負ける 深い（水が～） 
濃い（色が～） 雹 
